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現
在
、
我
が
国
は
、
安
全
で
安
心
な
社
会
の
構
築
、
経
済
再
生
と
財
政
健
全
化
、

国
際
社
会
と
の
協
調
、
地
域
の
活
性
化
な
ど
、
国
内
外
を
問
わ
ず
様
々
な
分
野
に
お

い
て
、
多
く
の
重
要
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ら
の
課
題
は
、
私
た
ち
の
住
む
地
域
社
会
や
日
常
生
活
と
深
く
関
わ
っ
て
お

り
、
地
方
自
治
の
あ
り
方
に
も
大
き
く
影
響
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

こ
う
し
た
中
、
昨
年
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
で
は
、
県
内
に
お
け
る
全
体
の
投
票

率
が
前
回
を
下
回
る
結
果
で
あ
り
、
一
八
歳
・
一
九
歳
の
投
票
率
に
お
い
て
は
四
割

を
下
回
る
な
ど
、
投
票
率
の
低
下
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。 

私
た
ち
有
権
者
に
は
、
将
来
を
し
っ
か
り
と
見
据
え
る
と
と
も
に
、
政
治
へ
の
関

心
を
高
め
、
積
極
的
に
政
治
に
参
加
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

本
年
は
、
今
後
、
七
月
に
参
議
院
議
員
の
任
期
が
満
了
す
る
ほ
か
、
県
内
七
市
三

町
に
お
い
て
任
期
満
了
に
伴
う
長
又
は
議
会
議
員
の
選
挙
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

選
挙
は
、
民
主
政
治
の
基
盤
を
な
す
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
私
た
ち
が
主
権
者

と
し
て
政
治
に
参
加
す
る
最
も
重
要
な
機
会
で
す
。 

 

私
た
ち
は
、
こ
の
第
六
十
一
回
石
川
県
明
る
い
選
挙
推
進
大
会
に
お
い
て
、
国
民

の
基
本
的
な
権
利
で
あ
る
選
挙
権
の
重
み
を
改
め
て
認
識
す
る
と
と
も
に
、
明
る
く

き
れ
い
な
選
挙
を
実
践
す
る
こ
と
を
誓
い
、
次
の
と
お
り
決
議
し
ま
す
。 

一 

私
た
ち
有
権
者
は
、
国
や
社
会
の
問
題
を
私
た
ち
自
身
の
問
題
と
捉
え
、
私
た

ち
の
代
表
者
と
し
て
ふ
さ
わ
し
い
人
を
自
ら
の
自
由
な
意
思
で
選
び
、
必
ず
投
票

し
ま
す
。 

一 

私
た
ち
有
権
者
は
、
候
補
者
か
ら
寄
附
を
受
け
た
り
、
候
補
者
に
寄
附
を
求
め

た
り
す
る
こ
と
は
一
切
い
た
し
ま
せ
ん
。 

一 

候
補
者
及
び
運
動
員
が
選
挙
の
ル
ー
ル
を
守
り
、
お
金
の
か
か
ら
な
い 

選
挙
の
実
現
に
努
め
る
と
と
も
に
、
政
策
や
主
義
主
張
を
分
か
り
や
す
く
訴
え
、

私
た
ち
有
権
者
の
期
待
に
応
え
る
こ
と
を
求
め
ま
す
。 

令
和
七
年
一
月
三
十
日 第

六
十
一
回
石
川
県
明
る
い
選
挙
推
進
大
会
参
加
者
一
同 


